
OpenChain Japan Work Group 第 6回会合 

 

日時： 2018年 10月 31日 14:00 – 16:50 

場所： 東芝 ／ ラゾーナ川崎東芝ビル 会議室 

出席者： 末尾に記載 

 

議事(敬称略)： 

(1) OpenChain プロジェクトの動向 (Shane Coughlan(OpenChain)) 

 ISO化検討など様々な活動がアクティブに行われている 

 とくに日本のこの活動については大きな関心が寄せられている 

(2) 第 6回 OpenChain Japan WG 開催にあたり (小林(東芝)) 

 OpenChain 参加の意義は、SW 流通過程で OSS が正しく使われているという安

心感が得られること 

 信頼関係の構築のひとつの方法として、”web of trust” モデルを使った相互信頼の

形成とその利用ができるのではないか 

(3) OpenChain と Japan WG 振り返り (今田(日立)) 

 OpenChain の歴史と概要 

 プロジェクトの目的、三本柱（仕様、適合、カリキュラム） 

 Japan WG の活動  

 サブグループ活動によるアウトプットの創出 

 github上に成果物。共通と更新をはかる 

 議論などはメーリングリストで 

(4) サブWG1: Planning Sub Work Group 報告  (福地, 山岡(ソニー)) 

 9-10月活動 メンバ 15名 F2F 会議 3回 

 全体会合の議題調整、戦略立案 

 ビジネスフロー洗い出し：CE系、IT系など広い分野を検討 

 役割ごと(開発者/リリース担当/マネージメント/営業/購買など)向け教育資料の必

要性 

Q: コミュニティへの貢献方法は検討しないのか？ 

A: 当面スコープ外。そこは Linux Foundation TODO グループで検討をすすめている 

(5) サブWG2: サプライチェーン上流への説明資料作成提案 (上田(ソニー)) 

 OSSサプライチェーンのノード分類 (Community/Distributer/B2B/B2C/…) 

 上流で問題発生。営業担当者や法務に問題が派生する 

 理解させる人を明確にする。営業担当者は理解してくれると動きが早い。 

 上流向け説明資料（リーフレット）作成を提案。日本・アジアから適用広げたい 

C: 問題対策が Executive への報告に終わり、現場で対策されないことがある 



C: 最下流は色々なところへものを出しているので、意識付けは重要と考える 

(6) サブWG3: FAQ作成提案 (大内(富士通)) 

 FAQチームは成果物を CC0で公開する。個人参加も可能 

 OSSライセンス研究所ともコラボしている 

 FAQ内容検討/QAがあいまいなものは紹介しない 

 Slackを通して随時議論 F2F会議は四半期に一度程度を予定 

Q: 社内でもっている Q&Aを公開したい場合、職務著作権をどう考えているか 

A: サイボーズ社が OSS に対するガイドラインを 9 月上旬に公開していて、大変興味

深いので一読をお勧めする 

休憩 10分 

(7) 事例紹介：「他社への質問票」の活用 (小泉(オリンパス)) 

 提供資料の案内 

 契約ひな形紹介 

 確認書の範囲を紹介 

Q: 帳票以外にもエビデンスが必要な場合はないか？例えば FOSSology の結果を添付

するとか 

A: 相手にコストを課すと問題になることがある 

C: SW業務委託で納入物に使っていけないOSSが入っていて手戻りが発生することが

ある 

Q: 質問票の回収率はどれくらい？ 

A: ほとんど回答してもらっている 

C: 契約書に回答義務を明記したほうがよい。うちは契約テンプレートに入れている。 

C: 対象が HW(部品)だといっても OSS と関係ないと考えないほうが良い。「マイコン

使っていますか？」といった問い合わせから深堀するのもひとつのやり方。 

C: 担当者に e-learningなども活用して地道に伝えるしかないのではと考える。 

(8) 今後のサブWGの活動提案 (福地(ソニー)) 

 提案１：ライセンス情報授受ガイドライン 

 OpenChainのスコープ外なので仕様にはしない。ガイドラインを出す。 

 提案２：役割毎の教育資料作成 

(9) OpenChain Workshop at ELC-E 報告 (徳本(富士通),加藤(パナソニック)) 

 FOSSology/SPDX の取組みを富士通コンピュータテクノロジーから発表 

 SPDX簡易版がほしいとか、もっと活用事例の定期的な共有がしたいという意見 

 リーフレット作成の提案はドイツ企業担当者も同調する意見あり 

(10) 短信：関西オープンフォーラム(11/10)発表します (土手(ミックウェア)) 

(11) 次回案内： 12/5  13:30-  テュフズードジャパン＠新宿 

閉会 
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